
 

 

 

 

 

 

 

12月 1日に火星が地球に最接近します。 

火星と地球の距離が近づき、火星の明るさが-1.8等ととても明

るく目立つので、明るい星が多い冬の星座の中でも観察しやすい

です。 

地球は太陽の周りを 365日かけて一周しますが、火星は 687日

かけて一周しています。なので、地球が 2年 2か月ごとに火星に

追いつき、追い越します。このとき、地球と火星が近くなること

を「接近」と呼びます。 

今回は「中接近」なので、地球と最も近づく「大接近」の時よ

りは控えめな火星ではありますが、一晩中見ることができます。 

秋の終わりから冬にかけて見ごろなので、観察してみましょう！ 

今年の 11月 8日、「皆既月食」が起こります。 

「月食」とは、太陽－地球－月と一直線に並び、

地球の影の中に月が入り、月が欠けていくように見

える天文現象です。今回は、地球の影にすっぽりと

月が入る「皆既月食」です。今回の月食は、とても

見やすい時間帯に起こり、皆既食は 1時間半ほどの

長い時間続くので、ぜひ観察してみましょう！ 

また、皆既月食中に月が天王星を隠す「天王星食」

も起こります。天王星の明るさは 5.6等と暗く肉眼

では見つけにくいので、望遠鏡や双眼鏡を使って探

すのがおすすめ。 

11 月 皆既月食 
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火星の軌道は楕円形をしているから地球との

距離が近いところと遠いところがあるんだ。 

 

博物館通信 

秋の天文現象 

12 月 火星最接近 

接近時の地球と火星の位置 

※月の大きさは実際とは異なります 

観察ポイント！ 

―肉眼で見たときー 

☆月の明るさや色の変化 

☆皆既食中のまわりの星 

月明かりで見えなかった暗い星も

皆既食中は見えるように！ 

・時間：21 時 15 分 

・天気：晴れ 

・気づき： 

11 月 8日 皆既月食 
例 

時間ごとに観察して、スケッチ

をとろう‼ 

―望遠鏡を使ったときー 

☆クレーターの影の様子 

☆天王星が隠されていく様子 

やってみよう！ 

天王星食の様子 

 

天王星は、太陽系で

3 番目に大きな惑星

だけど、地球からの

距離がとっても遠

いから肉眼で探し

にくいんだ。 

 
博物館 HP にもスケッチ用紙を

のせるよ。印刷して使ってね 



 

 

光でさえ吸い込んでしまうという“ブラックホール”はどのような

天体なのでしょうか？ 

2019年に世界で初めて「M87」の撮影に成功した国際協力プロジェク

ト「EHT」はどのような観測を行い、どんなブラックホールの姿をとら

えたのかを紹介します。また、“重力波”でブラックホールを発見する

観測方法も紹介。 

国内一大きなせいめい望遠鏡は研究専用の望遠鏡のため、普段、一般の

人が望遠鏡を使い天体を見るということはできませんが、今回新たな試み

として国立天文台と京都大学岡山天文台の協力のもと電視観望を行いまし

た。その最初の参加者は博物館の「こども天文クラブ」の子どもたち！ 

まず、望遠鏡見学！研究者の方に望遠鏡の特徴やどのように動くのかな

ど望遠鏡を目の前に説明をしていただきました。そして、博物館と天文台

を繋ぎ、望遠鏡が見ている天体を映像ごしに観察‼ 今回は月、M57（惑星状

星雲）、M13（球状星団）、土星を観察しました。クラブで使っている望遠鏡

とは見える大きさが違ってびっくり‼ 研究者の方に天体の解説も行っても

らい、みなさんとても貴重な体験ができました。 

電視観望会の様子 
（プラネタリウム室にて） 

鏡の大きさが直径 3.8m と国内の

望遠鏡で一番大きいんだ。軽量化

されているから速い動きで、どの

方角の星にも 1 分以内に合わせら

れ、観測を開始できるよ！ 

せいめい望遠鏡の見学 

岡山天文博物館 
〒719-0232 
岡山県浅口市鴨方町本庄 3037－5 

TEL/FAX 0865-44-2465 

http://ww1.city.asakuchi.okayama.jp/museum 

※詳しくは当館 HPをご覧ください

 

せいめい望遠鏡で電視観望会‼ 

望遠鏡の映像 

望遠鏡操作の様子 

月の映像 

月面の映像 

今後、多くの方に見てい

ただける機会も検討中で

す。ぜひ、ご参加いただき

せいめい望遠鏡のすごさ

を体感してください。 

 
このクレーター、岡山県と

同じくらいの大きさだよ 


